北海道　函館支部
会長　　：柴田　與一　しばた　よいち（S38商商経）
事務局長：佐藤　竜也　さとう　たつや
支部内同窓生数　378人

■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　
～～～～～以下のとおり開催されました～～～～～
平成23年度総会のお知らせ

日時　平成23年10月7日（金）

　　　　受付　　16：45～
　　　　総会　　17：15～
　　　　懇親会　18：00～
会場　マリエール函館　〒040-0015　函館市染川町2-8（函館空港より車で20分）

　　　　　　　　　　　ＴＥＬ　0138-51-0001
函館支部総会

日時　平成21年11月20日（金）　午後5時30分～　場所：湯の浜ホテル
平成２１年度の函館支部総会は、下記の通り開催されましたのでご報告いたします。

　ともまえの金曜日。１１月２０日午後５時から、えぞ共和国を夢見て活躍した新選組副長・土方歳三も、旧幕軍の総裁、榎本武揚も入浴したといわれる伝統ある温泉街。その湯の川温泉街の一角にある、函館・湯の浜ホテルにて、定期総会は式次第に基づき、議事全般滞りなく進みました。

１,　開会のことば　　（司会進行は　菅原　進：昭45卒）

２,　副支部長挨拶　（函館支部　副支部長　柴田　與一）

３,　ご来賓挨拶　（駒澤大学　同窓会会長　越後　宏允　氏）

４,　議長選出　　（塩原　利一：昭42卒が選出）

５,　議　題　　（議案はすべて承認されました。）

①　　平成１９・２０年度決算報告

　　②　　平成２１年度　　予算案

③　　会則変更（年会費の無料化と、役員任期の設定）

④　　役員改選（支部長交代；新支部長　柴田　與一　　以下省略）

６,　駒澤大学の現況と報告（駒澤大学副学長　齊藤　正　氏）

７,　閉会のことば
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開催を記念して　　　　　　　　　　　　柴田新支部長の挨拶
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懇親会に飛び入り？　　　　　　　　　最後はみんなで校歌
　引き続きの懇親会は、午後６時１０分からはじまりました。地元函館の酒肴を堪能し、世代を超え、意外な共通点を見つける会話など、とても素敵なひとときとなりました。また、その後恒例の二次会会場は、当館１階の、旧函館ロシア領事館を再現したロシアンハウス、というバーで開かれました。三次会では、全員が至近距離で車座になり、より一層の盛り上がりをみせ、次期役員の熱気を感じました。今後は毎年６月頃の総会開催ということを結束し、終了いたしました。
（前事務局長　佐藤公治）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

駒澤大学同窓会北海道ブロック記念大会のご案内について
～北の大地から熱きエールを～

駒澤大学同窓会北海道8支部の完成を記念し、北海道ブロック記念大会を催すことになりました。駒澤大学元野球部監督太田誠氏、元日本ハムファイターズ・釧路リトルシニア球団総監督広瀬哲朗氏、駒澤大学苫小牧高校元野球部監督香田誉士史氏をお招きして、トークショーを開催します。

記

日　時　　　　2009年7月25日（土）

受　付　　　　午後4時～
トークショー　午後4時30分～

懇親会　　　　午後6時～

会　場　　　　札幌パークホテル　

（お問合せ先）

胆振・日高支部同窓会事務局（苫小牧駒澤大学内）担当：石川・手嶋　電話0144-61-3111
以上

駒澤大学同窓会北海道ブロック記念大会「テーマ～北の大地から熱きエールを！～」を開催いたしました。

記念大会は野球トークショーと懇親会の二部構成にて行われました。
野球トークショーには３５年間にわたって駒大野球部の指揮を執り、１部リーグでの白星は前人未到の５０１勝をあげた大学野球史に残る名監督太田誠氏、そして道内では知名度抜群、駒大苫小牧高校を夏の甲子園連覇に導いた香田誉士史氏を講師として迎え入れ、「勝つチーム・成長する選手」をテーマに対談していただきました。

同窓生はもちろん、野球関係者や一般の方にも多く参加していただき、３６０席用意した会場はあっという間に満席となり、立ち見であふれるくらいの盛況でありました。

野球トークショー終了後、渡辺文英副実行委員長の開会の辞、荒澤義範実行委員長のご挨拶により懇親会は始まり、 来賓であります学校法人駒澤大学総長 田中良昭様、駒澤大学学長 石井清純様、駒澤大学同窓会会長 越後宏允様よりご挨拶を頂戴いたしました。
また、遠いところ栃木県支部 鈴木淳会長、香川県支部 山地淳朗会長にもご参会いただきました。
祝電披露後、駒澤大学前野球部監督 太田誠様の気合いの入った乾杯により祝宴が始まり、約２２０名の参加者が昔の思い出を語り合い、親交を深めました。

今回の記念大会では、道内法人諸学校の学生募集協力もしたいとの趣旨から、教職員が登壇し、代表として学校長より参加同窓生に是非学生・生徒を入学させていただきたいとの呼びかけをしていただきました。
歓談の中、元読売巨人軍の中畑清様、元日本ハムファイターズの白井一幸、広瀬哲朗様によるゲストトークで会場は一気に盛り上がりました。
祝宴も終盤にかかり、駒大苫小牧高校ﾁｱﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ部「Rainbow」、駒澤大学応援指導部「Blue Pegasus」の現役学生による元気あふれる応援演技を披露、まさに北の大地から熱きエールを送っていただきました。

最後は参加者全員で母校の校歌を熱唱し、大道光肇副実行委員長による万歳三唱、佐伯至純副実行委員長の閉会の辞により散会となりました。
　今回の記念大会におきまして、各関係方面より多大なるご支援・ご協力並びにご厚情を賜りました事を厚くお礼申し上げます。
（当日の写真は、胆振・日高支部のページに掲載してあります。そちらをご覧下さい。）
